
３－３ 魅力ある学校づくり  

確かな学力と豊かな心，健やかな体を育み，子ども一人ひとりがいきいきと輝く学校

づくりを進めます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

学校教育環境の充実 

・学校施設の老朽化への対応で子どもたちの安全に問題が生じないのか 

・共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築 

 

・ICT整備が進む中で便利になる反面、危険なことも同時発生します。そこへの取り組

みも明言しておく必要があると感じます。" 

 

・児童・生徒並びに職員の保持増進を図るとありますが、健康相談や食事相談のできる

栄養教諭の配置の割合はどの位でしょうか？ 

また、事業内容に、小中学校における食育・歯科保健活動の充実を図る。とあります

が、食育に関する具体的な内容を教えてほしいです。 

 

・我孫子中学校体育祭 入場行進の時等行進曲の音量が小さく生徒がのびのびとして

いない。花火もない。一部の意見を聞くのも良いと思うが、説明も必要だと思う。 

 

・ほとんどの点で出来る事をしていると感じていますが、小中学校の栄養士のメニュー

によって味が大きく異なるとの事。味覚については難しい判断だと思うが、比較的良

く聞く内容で、忌憚なく伝えると、おいしいと思えない年度（栄養士の勤続年数次第？）

がある。食育と同様に美味しい！給食が楽しみ。と子供が言える様にするにはどうし

たら良いか。検討してほしい。 

 

・長期欠席、不登校児童に対する働きかけは、評価できると思います。しかし、教員に

よって考え方、取り組み方の深さに差があるとも感じます。難しいながら統一的な対

応を継続して期待したい。 

 

・目的の３番目で「地域の方、保護者、大学生、高校生などをボランティアとして活用

し～」とありますが、活用という表現は上から目線であり・・・ボランティアとして

協力していただき等の柔らかい表現が適切かと思います（今後の中で協力者は登録し

ていただくわけですから善意を活用するというのはどうかと思います 

 



 

子どもがいきいきと輝く学校づくり 

・地域の方、保護者、大学生、高校生等をボランティアとして活用しとありますが、事

業内容としては対面が基本となっているようです。新しい生活様式に移行し、今後も

継続になる現状では、どの様な策を講じているのでしょうか？ 

 

・ふるさと我孫子の先人や文化・歴史等に関する学習について補助教材「ふるさと我孫

子の先人たち」を活用しているようですが、これも対面授業を基本としているようで

すので、デジタル教材の検討もお願いしたいです。" 

 

確かな学力の定着と体力の向上 

・親の収入格差で子どもの教育機会の格差がないように。塾などに行けない子どもが落

ちこぼれないようにする機会の保障。 

 

・地元で生産される米・野菜を学校給食に導入・・・地域に根ざした食に関する理解を

深め「食育」を推進する。とあり、事業内容に・・・郷土愛を育むとあります。しか

しながら、ただ単に地産地消の給食だけでは子どもたちにはピンとこないと思います。 

文部科学省の日本の学校給食と食育では、学校給食は「生きた教材」として栄養教諭

と連携し、学校給食の管理、児童生徒への食に関する指導の重要性を述べています。

さらに、学校給食の目標のポイントとして 7項目を挙げ、6項目に、伝統的な食文化

を理解するとあります。そこで、我孫子の先人や文化・歴史等に関する学習と学校給

食をコラボすることで「食」を通して理解を深めることは有効な手立てだと考えます。

折角「ふるさと産品」に「白樺派のカレー」があるのですから、「ふるさと我孫子の先

人たち」の補助教材も利用し、学校ごとの白樺派のカレーの給食の日があれば、先人

たちの歴史と食育も同時に行えると考えます。アンケートでも学校給食で一番人気は

「カレー」です。学校給食を給食センターに頼らず、学校の調理室で作っていること

が我孫子の強みでもあり誇れることだと思いました。" 

 

・小・中学校を中心に、SDGs についての授業内容を取り入れる検討を希望します。 

 

 



３－４ 心豊かにする体験・活動の推進 

子どもたちが将来に夢や希望を持ち、心豊かに成長できる環境づくりを進めます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

子どもの居場所づくり 

・公園の近隣住民からの要望で、ボール遊びが禁止になったりうるさいと言われている

公園がある。子どもたちの家からも近い公園だからこそ、制限されずのびのび遊べる

方法がないか。 

 

・イベントを通して浄化啓発の取り組みが積極的に行われている感じている。 

特に子どものうちからの環境教育が大切であるとされており、小学生を対象に手賀沼

周辺（安全な場所）での清掃活動などの取り組みを課外活動として取り入れるのはど

うか。" 

 

・体験型リクリエーション（まつりやイベント等）が中止などになっている現状、どの

様な改善策の案があるのか教えてほしいです。 

 

・出来る事を継続して行くことしかないのだと思う。現時点で問題点が無ければ良いの

ではないかと考える。 

 

・住みたい町、学びたい町へのアピールの意味でも目的の「手賀の丘少年自然の家を宿

泊場所として・・・自己を確立し、心の交流や連帯感を身に付け・・・自立心や協調

性などを育む機会を提供する」とありますが～我孫子市の住民になり自分の子供が小

学校高学年にならないとわからない行事です。もっとＰＲして「こどものために我孫

子に住もう」というきっかけになれば良いかと～ここの基本施策では実行行為がどう

か問われていますが他の施策との連動の意味でもそれだけではなくループのように

つながっていることも重要かと思います 

 

・CMにもあるように、子どもたちの健やかな成長を応援する企業（ハウス食品等）の

協力を得て、「はじめてクッキング」等を取り入れることはいかがでしょうか。 

 

 



４－５ 交流・関係人口の拡大 

手賀沼をはじめとする地域資源を活用し、多くの人々に親しまれる環境づくりを進め

ます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

観光資源の活用による地域の活性化 

・我孫子の魅力を感じてもらった後にどのように繋げていくかまで考えたほうがいい

ように感じる。 

 

・今のコロナ禍で見えてきた流行やブームを外さない。一人でできる、サイクリング、

キャンプ、カヌー、釣り等の趣味ができると魅力的だと思う。場所を整備し PR し、

工夫する。 

 

・手賀沼等の我孫子ならではの観光資源を最大限に活用し、多岐にわたる事業展開をし

ていると感じています。こうした取組を通じて、交流人口が関係・定住人口に、また、

交流・関係人口が定住人口にとつながるよう地道に取り組まれることを期待します。 

 

・資料に掲載されている取組として、「交流人口」の拡大についてはよく分かりました

が、「関係人口」についてはどの部分を指しているのか分かりにくく感じました。 

 

・水戸市の仙波湖や富山の運河環水公園など駅近くで水辺の公園を観光資源として活

性化している地域がある。手賀沼も例に挙げた観光資源としてより一層活用できると

思います。 

 

・手賀沼と周辺環境を活用したイベントとあるが、県・国と協議し「手賀沼湖面の活用」

を行っていくようにして欲しい。 

 

・都心に近い水上アクティビティが楽しめる場所として我孫子市と手賀沼が PR出来る

ようになって欲しい。 

 

・現状の JBFやエンジョイ手賀沼・うなきちカップについて農業拠点施設「あびこん」

と連携し、手賀沼親水広場をもっとイベント会場として活用できる施策を加えて欲し

い 

 

・事業評価の指標には「観光による交流人口数」として、鳥の博物館・親水広場・東我

孫子 CC・我孫子 GC があるのに具体的な事業は全く記載がないので、我孫子市が抱



える観光資源、鳥の博物館・白樺文学館・杉村楚人冠記念館・志賀直哉邸跡・村川別

荘・旧井上家住宅等の施設だけでなく、古墳などの遺跡も多数あるが活用されていな

いので、HP記載の「おすすめ散策コース」 

https://www.city.abiko.chiba.jp/event/shizennonaka/osusumesansaku/index

.html 

の改善を図り、おすすめ散策コースの閲覧数や実施数等を指標に加えて「攻めの姿勢」

を見せて欲しい。 

 

・観光資源の活用と地域の活性化については、地元住民への取り組みも大切ではありま

すが、他県の人々への取り組みも重要だと考えます（コロナ禍の現状では難しいとこ

ろがありますが）。 

観光スポットや農産物等の PRが駅周辺では感じられません。 

 

・観光資源の魅力が不足している。現状の資源だけでなく新たに創造して行く必要があ

る。（あやめ祭りの復活、遊歩道の拡幅、スポーツ広場の創設、物産会館等） 

 

・ジャパンバードフェスティバルとエンジョイ手賀沼は、我孫子市の特性をアピールす

るとても良い催しだと思う。いまコロナ禍で実施ができないが、ぜひ今後も年に 2回

の大きな催しとして位置付けてほしい 

 

・農産物直売所跡地は、プロポーザルの結果、飲食店と発表されているが、コロナ禍も

あり、その後はどうなっているのだろう？ 

 

・手賀沼公園のミニｓLは、1周 200円ですが、100 円でもいいのでは 

 

・手賀沼遊歩道の整備、トイレ改修などは、早めに進めてもらい、柏市側のように遊歩

道整備を進めてほしい。若松エリアの早急な整備を期待している 

 

・十分な様にも不足な様にも感じるが、皆さんの意見と強く同感です。 

 

・現状の観光資源活用は問題ないと感じていますが・・・ 

目的の６番目に「レンタサイクル」の記述がありますが、我孫子駅を降りてサイクル

パーク我孫子南がありますが非常にわかりずらい！アビシルベで観光案内をしてい

るならば～アビシルベで直ぐ借りられるように出来ないのか・・・またけやきプラザ

にレンタサイクルを設置出来ないのか～我孫子駅前にありますよ（バラバラの案内で

すが）借りたい人が探して借りてください～これでは我孫子市の「おもてなし」が台



無しです、ご検討ください。 

あと電動サイクルの貸し出し価格が高すぎませんか？１０００円・・・スマホで予約

した方はせめて５００～６００円に出来ないでしょうか・・・手賀沼に下るのはいい

ですが駅まで戻ってくるときは上り坂です ぜひ台数の増数と合わせてご検討くだ

さい。 

 

・事業内容が現状では手賀沼に特化したイベントや取り組みだけになっているが、基本

構想で将来都市像に「水辺」というキーワードで手賀沼だけでなく、利根川や古利根

も含んだ構想にしているので利根川や市が購入している古利根にも注目した事業も

検討するようにして欲しい（以前のゆうゆう公園で開催のリバージャムは相当の動員

があった）市内の大規模公園を活用したイベントを民間と協力して推進する等の取り

組みも必要。 

 

観光情報の発信 

・双方向の情報案内が不足しているように思います。 

 

・我孫子市ホームページの観光情報の充実も事業に加えて、市役所各課の「観光や交流」

にかかわる事業が一覧で分かり市外の人が我孫子に遊びに来たいと思わせるような

情報発信を行って欲しい。 

 

・「アビシルベ」を活用し、とありますが、地元住民の方々しか知りません。アビシル

ベまでたどり着けませんでした。 

例えば、駅改札口が一ヶ所ですから、出たところや頭上に行先案内板があれば右に行

けばいいのか左に行けばいいのか分かります。また、駅のホームには、見所などの案

内板を設置している路線が多いにもかかわらず、我孫子駅には見当たりません。また、

付近の見どころマップを改札口に設置している駅は沢山あります。アビシルベまでい

かないと入手できないというのは、いくら施設内を充実させても、知ってもらえなけ

れば意味がないと思います。" 

 

・我孫子駅からアビシルベへの動線がわかりにくい 

南口からアビシルベにむかっての側道にうなきちさんのイラストで案内看板がある

とよい。 

 

・我孫子の観光についてのブランディング、発信はまだまだ足りないように感じている

ので、これからに期待したい 

 



・インパクトを感じる内容が不足しているのかな。感覚的に、物足りなさを感じていま

す。 

 

・基本施策の取組が観光情報の発信とあります 目的の２番目で「観光情報を市内外に

発信し～」とありますが事業内容では「アビシルベを活用して、市民、事業者などと

連携して我孫子市の魅力や観光情報を取集し～」とありますが定期的に集めるのか、

アンケートするのか、市役所の方が聞きに行くのか・・・収集の仕方（現在はスマホ

で協力して頂ける？）があいまいです。 

情報収集が曖昧だから情報発信も今までと変わらないという事になりませんか？新

しい観光情報をどのように集めるのかが最大の関心ごとです～市民や事業者に協力

していただくならばその方法を概略だけでも表現してください。 

これもまた実行段階では必ず必要になり絞り込んでいく事になりませんか。 

 

・情報発信がアビシルベだけでは弱い気がするので、我孫子市のブランディングから取

り組み、総合的に情報発信できる仕組み作りを検討する必要があるのではないか 

 

・我孫子市が抱える観光資源について、同様に活用されていないと思います。中心とな

る我孫子駅に情報案内が不足していると思います。HP 掲載はもちろん大切ですが、

HP を見ないと情報が分からないのは片手落ちだと感じます。紙媒体の方が、何度も

見直すことが出来るのでいい場合もあると思います。 

 



５－１ 適正な土地利用の推進 

良好な自然環境を保全しつつ、継続的にまちが発展できる土地利用を進めます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

都市計画に関する総合調整 

・空き家の有効活用が課題。子ども食堂や地域の交流の場や福祉施設等に有効活用とし

て貸出できないか。また、我孫子市の魅力を知ってもらう、分かってもらう場として

の試し移住者に貸出してはどうか。 

 

・今回の基本構想では、まちのにぎわいや人口減少をいかに少なくし活力あるまちを後

世に継承することも大きな方針と捉えているが、その大きな構想にマッチした都市計

画が必要と思うがそういった視点からの事業内容が見えてこない。（基本計画の素案

と事業内容がマッチしていないように感じる） 

 

・我孫子駅周辺に葬儀場が三か所ほどあるが如何なものか 

・我孫子駅周辺に青空駐車場が点在するが如何なものか 

・我孫子駅駅舎改築を含む周辺の開発構想は無用なのか 

 

・この問題や計画を検討する上で、調整区域・農地（遊休農地）の活用が必ず問題にな

ってくる。無秩序では困るが、不要な規制を取り除くアクションを継続していってほ

しい。 

 

・2/2 ページの目的の３番目で「市の特性を踏まえた良好なまちづくりの実現を図る」

とありますまた事業内容にも「本市の特性を踏まえた総合的な観点からの調整を行う」

とありますがこの「市の特性～」が市民の皆さん直ぐわかりますでしょうか？ないな

いづくしの市？（土地もない、名物もない、産業もない・・・）まさしく市の特性が

はっきり表現できれば取り組むべき方向が見えてくるのではないでしょうか 

行政の方や議員さんの全員の方が直ぐ説明できるのでしょうか？市民の方にわかる

内容にしてください。 

 

・我孫子駅駅舎改築を含む・・・は、予算のこともあると思いますが、改札口のスペー 

 スがあまりにも狭いと思います。狭いために、催し物のスペースもありませんし、イ

ベントのPRなども出来ません。 

 

 

 



審査・指導・認定等業務 

 

・全項目と同様に 2/3 ページの目的２番目で「本市の特性に応じたまちづくりを推進

し～」とありますが、前述の内容と同じで「本市の特性～」と大まかな表現にしてい

ますが、事業内容が記されていますが・・・その理由は本市の特性に沿っているから

と返答できるのも簡単かもしれませんが・・・全て法令・条例に適合することが条件

ですのであまり特性とは関係が無いように思えますが・・・ならば表現は「本市の特

性を踏まえ法令・条例に適合するかどうか判断していく」などのストレートな表現の

方が分りやすいのでは 

 

 

 



５－２ 住環境の保全とまちなみの魅力向上 

誰もが暮らしやすい良好な住環境と魅力的なまちなみの保全・形成を進めます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

良好な住環境の保全・形成 

・手賀沼までのまち並みの緑化のイメージが浮かばない 

 

・バリアフリー化・歩道の整備 

 

・空き家については、防犯対策としても重要なので、空き家バンク等による利活用を積

極的に進めていただければと思います。 

 

・住宅取得支援と就労支援を組み合わせた、市内事業者と連携した事業は不可能か？検

討して欲しい 

 

・若い世帯に住んでいただけるような施策を、ぜひ採り入れてほしい 

 

・保全や空き家対策については、全体的な人口減少や特に減少する地域と集中ゾーンを

考慮し、何か思い切った対策が必要だと思う。 

 

・事業内容の３番目～住宅取得の補助金ですが～「市内東側地区に取得した場合」に限

定していますが、知り合いは我孫子駅周辺や天王台周辺を希望しています・・・補助

金の話をしたら東地区限定なので住居取得を諦めてしまいました。 

市内東地区は１００％～第二地区は７０％～第三地区は５０％のような施策は今後

もないのでしょうか、我孫子市の住みたい場所に住んでもらうのも一施策かと、逆に

東側地区には補助金＋アルファが必要と感じます（予算が必要ですが） 

 

魅力ある景観づくり 

・我孫子駅周辺の建物の景観は統一性もなく最悪ではないのか  

 

・空き家の有効活用が課題。子ども食堂や地域の交流の場や福祉施設等に有効活用とし

て貸出できないか。また、我孫子市の魅力を知ってもらう、分かってもらう場として

の試し移住者に貸出してはどうか。（５－１同様） 

 

・県内市町村の中でも早期に景観行政団体となり、市独自の取組を進めてきたことの成

果が出ていると思います。 



 

・地域（我孫子・天王台・湖北・新木・布佐）に合わせた景観の理想（グランドデザイ

ン）は存在しているのか？ 

 

・ポイントポイントでの指導を行っても全体像が見えないと協力は得られにくいので

はないか？ 

 

・良好な景観を形成するためには、多くの市民が我孫子の魅力ある景観を知り・・・と

ありますが、市民だけに頼るのではなく、外に向けた情報発信と啓発活動が必要だと

思います。そのためにも、駅ホームに情報の案内板を設置したり、QRコードを読み

込むと、情報の詳細を見ることが出来る、パンフレットを改札付近に設置する等が必

要に思いました。 

・「我孫子のいろいろ八景歩き」等情報発信、啓発を進めていく方法を推進する 

 （学生の授業の一環で一日散策等設けるとよい 

 

・景観は我孫子にとってはとても重要な要素だと思うので、あびこの景観を育てる会な

どとも連携して、積極的に取り組んでもらいたい 

 

・事業内容の３番目で「市内の魅力的な景観ポイント～我孫子いろいろ八景歩き」とあ

りますがこれはこれで十分であると思いますが、せっかく景観～八景歩き・・・とあ

るわけですから～市内のお菓子屋さんに協力を仰ぎ「銘菓」を提案しては直接５－２

の事業内容とは関係ありませんが～その後の活用・リンクなども補足で入れてはどう

でしょうか。（銘菓などは我孫子のふるさと逸品等の事業内にはなりますが・・・） 

 

・けやきプラザの最上階の有効活用の検討をお願いしたいです。 



５－３公共交通の利便性向上 

誰もが安全かつ便利に移動できる交通環境を充実します。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年 8月 15日時点） 

地域公共交通の利便性向上 

・バリアフリー化 

 

・素案では鉄道・バス・タクシーが公共交通の重要性は記載されているが、事業内容に

は記載がないので、タクシーについても地域公共交通機関として活用する事業の検討

も必要ではないか？ 

 

・まだ、早いかもしれないが広域的に自動運転技術を活用した公共交通の研究も必要で

はないか？ 

 

・バス停上にソーラーパネル等を設置して、夜間少しでも明るくして頂きたい。 

 

・高齢者に向けての送迎バスなど日常の足が整備されることはとても重要な施策と思

う。 

 

・市民ニーズに出来るだけの対応をしていると感じるが、スピード感が得られない事が

問題になっていると思う。 

 

・高齢者や障碍者の方に「送迎バス」の運用が事業者の協力で運営されていますがまだ

まだ不十分と思います。深谷市（埼玉県）のように「コミニュティ－バス デマンド

号」のような決められた路線を走るのではなく利用者が乗りたい場所や目的地を事前

に予約して移動するようなシステムは我孫子市ではむりでしょうか？利用者が遠慮

なく自宅から目的地まで時間を気にせず利用する仕組み・・・タクシーがあるから・・・

タクシーは完全個人ですが～これは乗り合いで時には３人、時には１人かもしれませ

んが～完全予約で双方向にメリットがあります。ご検討ください。 

 

鉄道・駅施設の利便性向上 

・鉄道事業者は駅構内の諸設備について自らの負担で利用者のサービスを図るべきと 

考えるが、市が負担するのはいかなる理由なのか 

   

・検討されていると思うが、我孫子駅改札内とホームを繋ぐエレベーターは必要だと思

う。 



 

・バリアフリー化・エレベーターやバリアフリートイレ等の設備を適正に利用する PR

や教育。 

 

・JR我孫子駅南北口エスカレーターの下りの設置 

 

・南北駅近隣の商店会の改善（商業施設があると良い） 

※アリオなどのバス利用されている方が多い・・我孫子駅周辺でくつろげたり、買い

物したりできると我孫子市の歴史、散策する機会も増える。 

 

・天王台駅前、マイカーで送り降りる際に場所がない。マイカーの場所があっても良い

のではないか。 

 （注）我孫子駅前はあります。（タクシー駐車場も４台くらい） 

 

・市民ニーズに出来るだけの対応をしていると感じるが、スピード感が得られない事が

問題になっていると思う。 

 

・駅中の商業施設の検討は無理かもしれないが、乗り換え（成田線等）駅なので、時間

調整ができるようなショップがあると便利だといつも思ってました。駅周辺にもカフ

ェ等が無いので待ち合わせに困ることがありました。 

 



５－４安全で快適な道路の整備 

誰もが安全で円滑に移動できる道路環境の整備を進めます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

道路ネットワークの充実 

・道路整備のためには地権者や開発業者の協力が不可欠であるが実態は困難を極めて

いるのではないか 

 

・国道３５６号の我孫子～湖北間の生活道路として、安全に利用できる歩車道整備を要

望していくことを事業内容に記載して欲しい。 

 

・これだけ、災害や事故が多い時代になってくると、どこに力を入れるべきかと言う事

より、足りない所を補う事で対応するしかないのかと感じる。安全で快適な道路は各

自治体によって違うと思うので、我孫子の基準を検討して進めて行くべき。 

 

道路の適正な維持管理 

 ・99橋の点検が 5年に 1度で安全性は保たれるのか  

 ・狭隘で歩道のない道路が多いように思えるが事故防止の観点からどのように対処す

るのか 

 

・歩道の真ん中にある支柱は危険。特に街灯のない暗い場所の支柱は撤去できないか。

また路肩の穴や舗装劣化も危険。ここら辺を整備するとサイクリングロードとして使

用でき観光面も向上するのではないか。 

 

・街路灯については商業観光課と連携して、商店街管理の街路灯との調整も事業で検討

して欲しい。 

 

・「道路環境美化に対する市民意識の高揚」を図るために「A-RAP」事業を展開してい

るはずなので、「A-RAP」事業で市民が美化活動を行っている道路の実施距離も指標

に加えて、市民が自主的に道路の美化や維持に関心が向くように推進する必要がある

のではないか？ 

 

・学童が通学路に使用している道路が整備されていないところが多い。 

※ガードレールなど設置して八街市と同じ事故を起こさない（市内一斉点検） 

 

・自転車が通行できにくい道路がある。 



・災害や事故が多く、見直しや点検が必要な時代にあっては最低以上の対応をしている

と感じる。抜け目なく進めて行ってほしい。 



５－５利用したくなる公園の整備 

誰もが使いやすく、過ごしやすい公園づくりを進めます。 

 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

地域のニーズにあった公園づくり 

・複数の公園でキッチンカーが出店しており、とても良い取り組みであると感じている。 

 

・市民だけでなく民間事業者の発想力も活用して、市内の公園をまちのにぎわい作りに

生かすことも必要ではないか？（高野山桃山公園・五本松公園・利根川ゆうゆう公園・

手賀沼公園・手賀沼親水広場等） 

 

・子育て世代が多い地域や高齢者が多い地域など、住民の意見が反映される公園にお願

いします。 

 

・気象台記念公園は、あまり手を入れないほうが良いように思うが、樹木の剪定管理な

どにはもう少し配慮して欲しいと思う 

 

・地域のニーズとあるが、どのような形で拾って、反映しているのかをアピールしてほ

しい。ニーズに合っているのかわからない。 

 

公園の維持管理 

・委託業務ばかりで職員の役割、顔が見えない。巡回の点検等は自らやっているのか

と。 

・行政にとって、必ずやらなければならないこと、やった方がいいこと、やらなくて

もいいこと、絶対やってはいけないことがあるといわれる。 

 

・定期的に雑草の伐採などされており、ありがたいです。 

 

・お金をかけずに、遠方からも来てくれる魅力あるものが必要。 

 

・ドッグラン等は人が集まるのではないか。 

 

・公園の維持管理についてネーミングライツについても検討してみる必要があるので

はないか？ 

 



・遊具の事故を見聞きしますので、点検を怠らないようにお願いします。 

 

・市内にはいろいろな公園が整備されていて良いと思う。適切な管理を行い、安心して

遊べるように点検整備をお願いしたい。もう少し、カラフルで楽しい遊具があると良

いと思うが、遊具の有無には賛否両論があると思うので、慎重に検討が必要かと思う。 



５－７安全な水道水の安定供給 

水道の基盤を強化し、将来にわたり安全な水道水を供給します。 

 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

安全で安心な水道水の供給 

・「我孫子水」があると思いますが、地元の飲食店には積極的に使用してもらうように

し、自動販売機で購入できるようにならないでしょうか？大阪では、購入できました。 

 

水道事業の健全経営 

・包括委託していいのか。行政としての範囲はどこまでなのか。責任は果たせるの

か。 

 委託従事者は市の事業の効率化のもとに労働条件が低下することはないのか。 

・経常収支比率が赤字となっているがどのように補填されているのかと。 

 



７－３ スポーツの振興 

 子どもから大人まで誰もが生涯にわたってスポーツに親しむ環境づくりを進めます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

スポーツに親しむ場の提供 

 

・エコマラソン・うなきちカップ・新春マラソンはもちろんだが、手賀沼で開催のトラ

イアスロンは市外からの参加者もいて我孫子に宿泊している、スポーツイベントは市

民の健康・体力作りだけでなく、我孫子市の魅力を市外に発信し交流人口の増加やま

ちの賑わい作りに貢献する視点も加えて欲しい。 

 

・ゆうゆう公園の活用が入っていないので加えて欲しい。 

 

・コロナ禍の現在、使用できないところも多くあると思いますので、この状況を利用し

て保守・点検をお願いします。 

 

・市民プールの設置を望みます。 

 

・手賀沼沿線の広大な農地の転用を図り身近で利用しやすいスポーツ施設をつくる。 

 

・屋外施設の野球、サッカー、グランドゴルフ場等、屋内スポーツのバレーボール、卓

球、バドミントン、バスケットボール、弓道場等の総合スポーツセンターを創設し、

多方面からの流入人口を増大させ商業観光の賑わいを図る。 

 

・費用については企業への呼びかけ、市民等多方面への募金要請等で調達し、管理運営

については第三セクターによる方式とする。～スポーツ躍動するまちあびこ～を発信

する。 

 

・市民体育館は確かに古く、改修が必要と思う。また場所が不便で利用しにくい点が残

念。市内の各所に体育館にかわる施設があり、グループやサークルでなくても、気軽

に卓球やバドミントンなどが出来る施設があるといい。市民の運動不足は、これから

の健康寿命を伸ばすことにも、とても関係があると思う 

 

・各地域の少年団や組織団体に対する支援を増やしてほしい。具体的にどこの少年団や

組織団体も運営にとても苦労しながら、児童育成に当たっているので、現場の声を拾

い上げる仕組みを創設してほしい。 



・市民体育館が現状の場所で市民の皆さんは満足しているのでしょうか？とにかく交

通アクセスが悪すぎる、市民の活用と健康維持を目的とするならば、利用者の少ない

市民体育館の維持管理が事業内容に触れられていますが（学生の大会などは問題ない

でしょうが）市民＝これから高齢化していく、自動車の免許を返納する年代はどのよ

うに活用すれば良いのでしょうか。 

我孫子駅前のけやきプラザはどうなのでしょうか、介護トレーニングセンターとして

使われていますが混んでい居て予約が取れない日もあります・・・逆に若い世代が手

軽に使おうとしても６５歳以上、介護を必要としている方に限られています。 

駅前周辺にもしくは交通アクセスのよい場所に建設する考えは今後１０年無いとい

う事でしょうか・・・スポーツ、健康をうたっている我孫子市は不便そのものです５

年後は無理かもしれませんが１０年後２０年後は利便性の良い市にしてきたいもの

です、皆さんも７０～８０～９０歳と年を取ります・・・生活の範囲が狭くなります

～とても今の市民体育館には行けません 

 

 



８－１ 男女共同参画の推進 

性別にとらわれず、あらゆる場面で一人ひとりの個性や能力を十分に発揮できる環境

づくりを進めます。 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

男女共同参画の推進 

・千葉県唯一の男女共同参画都市ということなので、男女共同参画とはどういうことな

のか？ もう少しアピールできると良いのではと思う 

 

・とても難し課題があるが、我孫子としてのガイドライン・考え方など、まとめる。と

いう作業があると伝わりやすいのかと思う。 



８－２人権尊重社会の推進 

すべての人々の基本的な人権が尊重され、かけがえのない人生をその人らしく過ごせ

る環境づくりを進めます。 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

人権尊重社会の推進 

 

・とても難し課題があるが、我孫子としてのガイドライン・考え方など、まとめる。と

いう作業があると伝わりやすいのかと思う。 



８－３ 平和社会の推進 

世界の恒久平和と核兵器の廃絶を願い、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に伝えて

いきます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

平和社会の推進 

 

・記念式典事業等については、参列が一部の方々に限られると思いますので、オンデマ

ンド配信や学校でも見る機会を設けてもらえるといいと思います。 

 

・とても難し課題があるが、我孫子としてのガイドライン・考え方など、まとめる。と

いう作業があると伝わりやすいのかと思う。 



８－４国際交流・多文化共生の推進 

国際理解を深めるとともに、国籍等の異なる人々が、お互いの文化的違いを認め合

い、地域社会の一員として生きていくための多文化共生を進めていきます。 

 

■現在の市の取組に対する総計審委員のご意見（令和 3年８月 15日時点） 

国際交流・多文化共生の推進 

 

・国際交流をAIRAだけに依存していて大丈夫なのか？ 

 

・クリーンセンターのごみ収集カレンダーの多言語化はもちろんのこと、ごみ集積場所

の多言語化支援等、地域住民との共生を図っていく事業を今の段階では細かく事業内

容で記載しておく必要があるのではないか？ 

 

・在住外国人の方たちの不安や悩みを聞いてもらえるような場所を、けやきプラザ内に

設けてもらえると行きやすいのではないでしょうか？ 

 

・これについては出来る事をどんどん進めて行けば良いと思う。 

ただ、取り組みが少なく感じる。 


